
◆日本園芸療法学会誌 投稿規程 
           （2008 年 7 月 10 日制定）  

（2017 年 4 月 1 日改訂） 
（2025 年 3 月 1 日改訂） 
（2026 年 4 月 1 日改訂） 
（2026 年 6 月 15 日改訂） 

 
第 1 条（雑誌の名称および目的） 

本学会が発行する学術雑誌の名称は「日本園芸療

法学会誌」とする．本誌は園芸療法学における学術

的に価値ある研究成果，実践および関連情報を掲載

することを目的とする． 
 
第 2 条（投稿資格） 

投稿は原則として本学会会員に限る．筆頭著者は

本会会員でなければならない．ただし共著者には非

会員を含めることができる．編集委員会が依頼する

原稿についてはこの限りではない． 
 
第 3 条（著作権） 

本誌に掲載された報文の著作権は一般社団法人 日
本園芸療法学会に帰属する． 
 
第 4 条（投稿原稿） 

投稿原稿は未発表のものに限る．投稿時に著者は

報文の種別を明示する． 
 
第 5 条（報文の種別） 

本誌に掲載する報文の種別は次のとおりとする． 
1 総説 
2 原著論文 
3 事例研究 
4 短報 
5 実践報告 
6 資料・情報 

 
第 6 条（原稿の作成） 

原稿は和文または英文とし，本投稿規程および別

に定める「原稿執筆要領」に従って作成する． 
 
 
 
 
 
 

 
第 7 条（原稿の長さ） 

種別 規定ページ 

原著論文 10 ページ以内 

事例研究 10 ページ以内 

短報 6 ページ以内 

実践報告 6 ページ以内 

資料・情報 6 ページ以内 

総説は原則として編集委員会からの依頼原稿とする． 

第 8 条（二重投稿の禁止） 
投稿原稿は未発表のものに限る．また，他誌に投

稿中の原稿または既発表の原稿と同一または極めて

類似した内容の原稿を投稿してはならない． 
 
第 9 条（投稿方法） 

投稿は電子ファイルにて行う．投稿時には以下を

提出する． 
1 正原稿 
2 副原稿（査読用：著者名・所属・謝辞を削除 

したもの） 
3 原稿の PDF ファイル（レイアウト確認用） 
4 投稿カード 
5 投稿料振り込み領収書の PDF ファイル 

 
第 10 条（受付日および受理日） 

原稿が編集委員会に到着した日を受付日

（Received）とする．編集委員会が掲載を決定した

日を受理日（Accepted）とする． 
 
第 11 条（査読） 

原著論文，短報および事例研究は複数査読者によ

る査読を行う．実践報告および資料・情報について

は編集委員会が審査する．査読により修正を求めら

れた原稿については，著者は査読者および編集委員

会の指摘事項に対する回答書を作成し，修正箇所を

明示した原稿とともに再提出すること．回答書に

は，各指摘事項に対する対応内容を具体的に記載す

ること．  
 
第 12 条（修正原稿） 

修正を求められた原稿は指定された期限内に再提

出しなければならない．修正期間は原則として 1 か

月以内とする．期限を超えて提出されない場合は投

稿辞退とみなすことがある． 



第 13 条（投稿料および掲載料） 
掲載が決定した原稿については著者が投稿料およ

び掲載料を負担する．規定ページを超過した場合お

よびカラー印刷等を希望した場合は実費を著者負担

とする．総説については投稿料，掲載料，超過料は

不要とする．投稿者が投稿料などの著者負担金の支

払いを怠っているときは，論文の受理または掲載を

保留することがある． 
 
第 14 条（校正） 
校正は原則として初校のみ著者校正とする．校正

刷りは指定された期限内に返送しなければならな

い． 
 
第 15 条（別刷） 

別刷は PDF ファイルおよび印刷物 50部まで無料

とする．それ以上は著者負担とする．必要部数およ

び別刷表紙（著者負担）の要・不要は投稿時に投稿

カードに記入して申し込む． 
 
第 16 条（掲載済原稿） 

掲載済み原稿は返却しない．ただし図版および写

真は申し出があれば返却する． 
 
第 17 条（研究不正への対応） 

投稿論文において，捏造，改ざん，盗用等の研究

不正が認められた場合，編集委員会は当該論文の掲

載を取り消すことができる．すでに掲載された論文

についても同様とする． 
 
第 18 条（臨床実習内容の論文化） 

学生の臨床実習の内容を論文化し，投稿する場合

は以下の条件を満たした上で投稿する． 
1）論文の筆頭著者は本会員または学生会員に限る．

実習指導者を責任著者とし，論文の内容すべてに責

任を負うものとする． 
2）論文内容については責任著者に指導を受けて投稿

する．論文種類は事例研究または実践報告とする．

事例研究の場合は査読を受ける． 
3）論文内では対象者本人および家族から実習及び論

文投稿の承諾を得ていることを表記すること． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  



〈投稿案内〉  

（2026 年 6 月 15 日改訂） 
 
投稿方法 

投稿は電子メールによるファイル提出とする． 
投稿規程，原稿執筆要領，原稿テンプレートおよび投

稿カードは，日本園芸療法学会ホームページの学会誌

ページからダウンロードできる． 
https://www.jht-assc.jp/journal/ 

投稿時には以下のファイルを提出すること． 
1．正原稿（著者名・所属・謝辞を記載したもの） 
2．副原稿（査読用：著者名・所属・謝辞を削除したもの） 
3．原稿の PDF ファイル（レイアウト確認用） 
4．投稿カード 
5．投稿料振り込み領収書の PDF ファイル 

原稿ファイルは Word形式（.doc または .docx）お

よび PDF形式 の両方を提出すること． 
 
投稿先 
日本園芸療法学会 編集事務局 
E-mail：office@jht-assc.jp 

投稿前に，投稿規程および原稿執筆要領を確認し，

提出書類に不備がないことを確認すること．投稿後，

2 週間以内に受付連絡を行う．連絡がない場合は事務

局へ問い合わせること． 
 
投稿料 
論文掲載に関する代金 

種類 投稿料 
（円） 

規定 
ページ 

超過料金 
（1ページ当り単価：

円） 
総 説 なし なし なし 
原著論文 10,000 10 10,000 
短 報 10,000 6 10,000 
事例研究 10,000 10 10,000 
実践報告 5,000 6 10,000 
資料･情報 5,000 6 10,000 
カラー印刷：実費 
別刷：50部無料，それ以上の分は実費．著者負担．50
部単位． 
著者負担金は事務局からの請求により支払う． 
投稿料振込先 
郵便振替 口座名称 日本園芸療法学会 
口座番号 01720-8-49967 
 

 
 
 
掲載原稿の種類について 

編集委員会は，査読結果に基づいて，著者に種類の変

更を求めることがある．体裁は変更した種類によるもの

とする．変更しても，投稿料の差額は返還しない．なお，

変更にともなって発生した超過料金は，新たに支払わな

ければならない． 
 

掲載する論文の種類 
論 文：園芸療法学のあらゆる分野における学術的に

価値ある未発表のものとする． 
 総  説：特定分野での総括と今後の展望を示した

論文（原則として執筆依頼原稿）．  
 原著論文：園芸療法分野において独創的な研究でそ

れ自身独立して価値ある結論あるいは事実

を含むもの，または応用を主としたもので実

用的価値の高いもの． 
 短  報：限られた部分の知見など原著論文として

まとまらないものであっても，報告する価値

のあるもの． 
 事例研究：一つの事例でもよいが，十分な考察を行

った研究論文に匹敵する性格を持った研究

報告とする． 
 実践報告：考察・論議を必要としない．過去の状態

がどのような実践を通してどのように変っ

てきたかを克明に紹介して，会員の参考にな

る資料を提供する．日本語だけで記述してよ

い． 実践報告は査読なし． 
 資料･情報：資料類および調査データなどで，論文で

はないものの会員の共有財産として発想や 

研究・実践に役立つと考えられるもの．実践

報告と同様に査読はないがフォーマット等

の指導はある． 
 
論文の送付方法 

原稿は日本園芸療法学会事務局に送信する． 
 office@jht-assc.jp  
メール件名は「学会誌投稿論文（筆頭著者名）」とする．

なお，メールにて送付できない場合は，書留にて投稿

原稿を郵送のこと． 
〒550-0001  
大阪府大阪市土佐堀 1丁目 4−8 日栄 ビル 703A 
日本園芸療法学会事務局内 編集委員長 宛 



〈研究倫理規定〉  
（2026 年 6 月 15 日制定） 

 
第 1 条（目的） 

本規定は，一般社団法人 日本園芸療法学会誌に投

稿される研究の倫理的適正を確保することを目的と

する． 
 
第 2 条（研究倫理の遵守） 

著者は研究倫理および関連法令を遵守しなければ

ならない． 
 
第 3 条（研究対象者の保護） 

人を対象とする研究では研究対象者の尊厳および

プライバシーを尊重し，必要に応じてインフォーム

ド・コンセントを得て，研究倫理審査委員会の承認を

得るものとする． 
 
第 4 条（個人情報保護） 

論文中に個人が特定される情報を掲載してはなら

ない． 
 
第 5 条（二重投稿の禁止） 

既発表論文または他誌に投稿中の論文と同一また

は極めて類似した内容の論文を投稿してはならない． 
 
第 6 条（研究不正） 

研究活動における不正行為として，捏造，改ざんお

よび盗用を禁止する． 
 
第 7 条（利益相反） 

著者は研究に関係する利益相反の有無を明示しな

ければならない． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


